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	 風邪をひきやすくなる、花粉症がひどくなるなど、免疫機能の低下を伴う体の不調の要

因は、ストレスや偏った食事など日常生活に潜んでいる。人生100年時代を快適に過ごす

ためには、加齢による免疫低下を積極的に防ぐことも重要なポイントであろう。免疫シス

テムの役割である「抗炎症」と「感染抵抗性」は多くの炎症性疾患や感染症の発症リスク

をさげ、生体恒常性を保つことに根幹的な貢献をするだけでなく、腸内細菌叢の乱れ（デ

ィスバイオーシス）を防ぐことで、肥満や糖尿病など生活習慣病のリスクを下げるという

健康効果も体にもたらすと期待される。	

	 腸は免疫細胞の過半数が集まり機能成熟する場であり、体に備わる自然治癒力を高める

ためには、毎日の食事による腸管免疫機能の賦活は理にかなっている。演者らも乳酸菌特

有の免疫活性化メカニズムやそれに関わる菌の成分（二本鎖RNAによるインターフェロン

βの産生誘導）を見出し、さらに小腸で誘導される抗炎症メカニズムが全身におよぶこと

を示してきたが、腸管を介して起こる食品成分（核酸、多糖類、食品微生物、発酵食品な

ど）や腸内細菌（菌体成分や代謝産物）による免疫賦活の作用機序を個々人の健康増進に

役立てるための食品開発は、サプリメント・医薬品業界からも非常に注目を集める技術分

野となっている。そのような背景のもと腸管免疫研究所は、産業技術総合研究所で培った

免疫研究の実績に基づき、食薬素材の免疫賦活化機能の評価、食を中心としたソリューシ

ョンの提案、それらの発展に資する科学的エビデンスの蓄積と共同研究開発を推進してい

る。	

	 免疫システムの基幹は、環境成分を速やかに認識して獲得免疫の下支えとなる「自然免

疫の活性化」であり、樹状細胞など貪食細胞群の機能からin	vitro素材評価が可能であ

る。また、ヒトの免疫応答能力の把握には唾液、便など非侵襲的に得られる試料を用いて

イムノグロブリンA（IgA）や抗菌ペプチドなどバイオマーカーの定量や腸内細菌叢情報と

の相関を解析可能であり、貴重な血液サンプルからは免疫細胞の構成及び代謝プロファイ

ル情報が得られる。さらに食薬のin	vivo評価系として、実験動物を用いた生体バリア機

能や腸炎など疾患モデルの解析に実績があるほか、ヒトフローラマウスを用いた食薬素材

の前臨床試験系の普及をめざしている。	

	 これからの健康増進、疾病予防には、薬食同源のエッセンスである「食品免疫効果」を

暮らしの中で幅広く活用することにより、健康で豊かな暮らしを実現していくことが求め

られるが、そのためには食医（フードメディシン）の考え方を十分に活かした社会全体で

の取り組みが必要であり、研究者、医療や食の現場のネットワークを活用する仕組みの提

案も行なっていく。	


